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北九州市平和のまちミュージアムは、昭和８（１９３３）年に東京から移転してきた陸

軍造兵廠小倉工廠（のちの小倉陸軍造兵廠）の跡地に立地しています。造兵廠は、

太平洋戦争末期に多くの学徒が動員され、また米軍による原子爆弾の投下目標と

なった場所です。戦後８０周年の今年、本企画展でその歴史を振り返り、兵器工場

が「まち」にとってどのような存在であったのかを考えます。 

【見どころ】 

小倉陸軍造兵廠の遺物を展示 

平成 19 年に行われた発掘調査で、小倉陸

軍造兵廠地下室跡から出土した、電話機(右

写真)等の遺物を展示します。 
 

小倉陸軍造兵廠関係の写真を多数展示 

造兵廠の建設から終焉までの間に撮影 

された、建物や職員の写真を展示します。 

 

【関連イベント】  ※ 詳細は添付のチラシをご覧ください 

〇 ミニ写真展示「小倉陸軍造兵廠 before and after」 

〇 ウォーキングイベント「小倉陸軍造兵廠跡を歩く」 

〇 特別講演会「地域社会と軍隊～軍需の拡大と小倉の発展～」 

〇 学芸員によるギャラリートーク 

 

 【問い合わせ先】 

総務市民局 平和のまちミュージアム事務局 

  電話：０９３－５９２－９３００ 

  担当：居藏
い ぐ ら

（事務局長）、三角
み す み

（企画係長）、小倉
お ぐ ら

概 要 

企画展開催のお知らせ 

 

米軍が製作した小倉陸軍造兵廠および 
市街地の模型（写真、米国立公文書館所蔵） 

【期 間】 令和 7 年 4 月 19 日（土） ～ 令和 7 年 7 月 13 日（日） 

【会 場】 北九州市平和のまちミュージアム（小倉北区城内４－１０） 

企画展示室・多目的ホール 

電話機 






